
 

 

 

令和６年度柏市学校給食運営協議会 

会議報告 

 

開催日時 令和６年１１月２６日（火）１５：００～１６：２０ 

開催場所 沼南庁舎 ５階 ５０１会議室 

出席者 別添のとおり 

議題 (1) 学校給食費の現状について 

(2) 学校給食費の公会計化について 

(3) 学校給食用食器について 

(4) その他 
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 柏市学校給食運営協議会の設置目的として，以下の内容を説明。 

 これまで，学校給食に係る重要事項は，必要に応じて検討会を設置し，その都度

学校関係者から意見を聴取してきたが，昨年の「柏市学校給食検討会」の意見を踏

まえ，定期的に課題を共有し，意見交換を行う場として「柏市学校給食運営協議

会」を設置することとした。本協議会での意見は，今後の学校給食の運営の参考と

したい。 

 

(1) 学校給食費の現状について 

・学校給食費の現状として，令和６年度の給食費改定の効果や物価高騰の影響な

どを説明した。 

・また，学校給食用牛乳価格の上昇が主菜や副菜等に及ぼす影響を踏まえ，令和

７年度から牛乳代を除く給食費を固定し，牛乳代は実費を徴収することを説明

した。 

 

(2) 学校給食費の公会計化について 

・学校給食費公会計化の概要や学校と教育委員会の役割，学校関係者・保護者へ

お願いすることなどを説明した。 

 

(3) 学校給食用食器について 

 ・本市で採用している学校給食用食器の１つが製造中止になるため，材質の違い

によるメリットやデメリット，学校へのアンケート調査の結果を踏まえた今後

の食器選定の考え方を説明した。。 
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＜主な意見等＞ 

(1) 学校給食費の現状について 

・給食費改定の効果として，小規模校では注文できる食材の幅が広がった。一方

で，２学期から米の価格が高騰しており，１学期よりも食材費を節約する必要

があると感じている。 

・１学期の食材費のやりくり状況から，改定後の金額は適当だと感じていた。し

かし，さらに食材価格が上昇し，２学期からは食材費が高くなったと感じる。 

・物価高騰が続いた場合は，給食費（食材費）が不足しないよう，学校給食に対

する補助などを検討してもらいたい。 

・牛乳納入業者の選定及び牛乳の価格について，千葉県学校給食会の指定業者だ

けが納品していると，競争の原理が働かず，価格が安くならないのではない

か。 

→学校給食用牛乳供給対策要綱（昭和 39 年 8 月 31 日文体給第 265 号文部事務

次官）により，学校給食用牛乳の供給価格及び供給事業者の決定は，千葉県

知事が指定した団体に行わせることができる。千葉県では学校給食会がこれ

に該当し，納入業者と価格を決定している。２００ml の牛乳価格として６５

円は高くないと感じている。 

・近年の牛乳１本の値上げ額はどれくらいか。 

→５年間の平均では，年２円程度の値上げだと思う。 

・先日，大津ケ丘中学校で給食を食べたが，昔よりもおいしかった。改めて限ら

れた給食費の中で献立を作成している栄養士の工夫に感謝している。子供たち

もおいしいと言いながら食べていた。 

・急激な物価高騰に対応するためには，給食費への補助があってもいいのではな

いか。 

→令和５年度は物価高騰の状況を見極め，前期と後期に分けて補助を実施し

た。今年度は給食費改定に伴う増額分の全額を補助し，物価高騰への対応と

ともに保護者負担の軽減に努めた。今後の補助については，景気の動向や国

からの交付金の見通しを踏まえて検討する。 

・今年度実施した値上げ分の補助について，令和７年度はどれくらいの補助を想

定しているか。 

→景気の動向や物価高騰，国からの交付金の見通しなどを踏まえて検討する。 

 令和６年度と同様の補助ができるかは未定であるが，一定程度の保護者負担

は必要だと考えている。 

・受益者負担の視点からも，給食費は材料費だけであり，保護者が払うべきもの
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と考える。食材費が不足するのであれば，必要額を値上げしても良い。しっか

り説明すれば，理解してもらえると思う。 

・令和６年度の給食費改定に当たって学校から文書をもらったが，学校や教育委

員会に対する保護者の反応（問い合わせ状況）はどうだったか。 

→学校への問い合わせは特にない。 

→教育委員会への問い合わせも受けていない。値上分を柏市が補助したため，

保護者の実質的な負担額は変わっていないことも要因であると考える。 

 

(2) 学校給食費の公会計化について 

・これまで各学校で実施してきた給食費の会計監査は不要になるのか。 

→そのとおり。 

・令和６年度までの給食費未納分の取扱いはどうなるか。柏市が徴収するのか。 

→引き続き学校で徴収してもらう。 

・現在の未納者は何人か。 

→令和５年度現年分でおおよそ５０人程度である。 

・公会計化が始まると，主な業務は未納者対応だと思うが，未納者を増やさない

ために学校給食申込書に「○か月滞納すると，給食が食べられません」のよう

な制裁措置などの文言を加えたらどうか。 

→未納対策として，学校給食申込書に児童手当からの天引きに関する同意の欄

を設ける予定である。 

・給食費の引き落とし口座を開設してくれないなど，学校に現金を持ってきた場

合は，学校はどのように対応したらよいか。 

→支払い方法は，原則，口座振替とし，銀行口座が使えない人はコンビニ払い

が可能な納付書を配布して納めていただく予定である。 

・令和６年度分までの未納分を徴収した場合は，どのように扱うのか。 

→保護者の同意が得られれば児童手当から天引きして学校に振込むことができ

るため，例えば，ＰＴＡの了承を得て，給食関係をはじめ，児童生徒のため

の支出等に充てることが適当と考える。 

・公会計化に伴う課題はあるか。 

→未納者が増えることや，教育委員会が一括処理するため，業務が集中する。 

・給食費を公会計化する理由は教職員の負担軽減とあるが，学校現場での学校給

食費に関する定量的な業務量のデータはあるか。 

→業務量に関するデータはないが，督促に係る超過勤務と未納者対応が心理的

に負担であると聞いている。 
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・特に，未納者対応の負担が大きい。取り立ては毎月行い，自宅訪問することも

あった。 

・公会計化することで，教育委員会への提出物は増えるのか。 

 →可能な限り学校現場の負担が増えない事務処理方法などを検討している。 

 

(3) 学校給食用食器について 

・使用食器の方向性として，ＰＥＮ食器に移行することは良い。一方で，保健所

の検査で食器のでんぷんが落ちていないとの指摘を受けたことがあるため，定

期的に食器を更新してほしい。 

・箸も２０年以上使っているものがある。定期的に更新してほしい。 

・クリストバライトからＰＥＮ食器に移行した場合，食器購入費用は抑えられる

のか。 

→多少は抑えられる。 

 時期食器の破損率（補充額）を参考にして，同等額の範囲でＰＥＮ食器の更

新費用に充てるという考えもある。 

以上 

 


